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呼
吸
の
瞑
想
に
つ
い
て

―
『
声
聞
地
』
の
入
出
息
念
を
中
心
と
し
て
―

阿

部

宏

貴
（
貴

子
）

は
じ
め
に

　

長
い
歴
史
の
な
か
で
、
あ
る
思
想
や
作
法
は
そ
れ
を
継
承
し
よ
う
と
い
う
も
の
に
よ
っ
て
伝
統
と
称
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
さ
ら
な

る
継
承
者
の
志
向
や
時
代
的
要
請
に
応
じ
て
解
釈
が
加
わ
り
、
あ
る
い
は
簡
略
化
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
新
た
な
伝
統
と
し
て
の
軌
道

が
作
ら
れ
て
い
く
。
仏
道
修
行
の
伝
統
も
、
多
か
れ
少
な
か
れ
そ
の
よ
う
な
道
を
辿
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
仏

教
を
実
践
的
に
追
究
す
る
な
ら
ば
、
私
た
ち
自
身
も
一
つ
の
道
筋
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
観
点

か
ら
、
智
山
伝
法
院
の
総
合
研
究
テ
ー
マ
「
伝
統
の
創
造
―
真
言
密
教
の
実
践
的
展
開
―
」
が
設
定
さ
れ
た
と
理
解
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
釈
尊
が
雨
安
居
の
期
間
中
修
行
し
た
と
さ
れ
、
今
日
で
も
広
く
実
践
さ
れ
て
い
る
修
行
が
呼
吸
の
瞑
想ānāpānasm

r

4ti

で
あ
る
。
通
常
、
阿
那
般
那
念
、
安
般
念
、
入
出
息
念
な
ど
と
漢
訳
さ
れ
、
現
代
で
は
呼
吸āna-apāna

（ā

√an, apa

√an

）

に
気
づ
く
こ
とsm

r

4ti

と
も
和
訳
さ
れ
る
。
仏
典
に
は
同
義
語
の
入
息
・
出
息āśvāsa-praśvāsa

（ā

√śvas, pra

√śvas

）
と
と
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も
に
説
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
一
般
に
数
息
観
と
い
う
息
を
数
え
る
方
法
は
そ
の
一
部
で
あ
る
（
以
後
、
概
し
て
入
出
息
念
と
呼
ぶ
）。

　

真
言
密
教
の
主
な
禅
観
で
あ
る
阿
字
観
に
お
い
て
も
、
入
出
息
念
は
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
本
宗
『
作
法
集
』
所
収
の
「
阿
字

観
略
作
法
」
に
お
け
る
入
出
息
念
は
、
阿
字
の
本
尊
を
掛
け
、
着
座
、
護
身
法
、
五
大
願
、
大
日
印
明
、
念
誦
に
続
き
「
住
法
界
定

印
入
禅
観
」
と
し
て
修
す
。
こ
こ
で
は
「
浄
月
の
気
息
綿
々
微
々
と
し
て
之
を
出
入
し
、
月
昧
に
入
る
」
と
あ
る
よ
う
に
浄
月
の
観

想
と
と
も
に
呼
吸
を
観
じ
、
こ
れ
を
終
え
れ
ば
開
座
廻
向
と
な
る
。
一
方
、
教
化
セ
ン
タ
ー
編
『
阿
字
観
次
第
』
で
は
、
着
座
な
い

し
調
身
に
続
き
調
息
と
し
て
呼
吸
を
数
え
、
そ
れ
か
ら
月
輪
観
、
阿
字
観
に
入
る
。
す
な
わ
ち
月
輪
観
と
阿
字
観
の
前
行
と
見
な
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
次
第
上
の
位
置
付
け
に
加
え
、
月
輪
観
に
伴
う
観
想
な
の
か
、
息
を
数
え
る
観
想
な
の
か
と
い
う
点
で
も
相
違
す
る
。

経
軌
や
実
慧
・
覚
鑁
等
の
著
作
や
口
伝
に
数
多
の
説
が
あ
る
か
ら
だ
が
、
そ
も
そ
も
イ
ン
ド
仏
教
に
お
い
て
も
、
修
行
道
上
の
位
置

付
け
、
息
の
数
え
方
、
観
想
方
法
に
至
る
ま
で
一
様
で
は
な
い
。

　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
初
期
瑜
伽
行
派
の
ヨ
ー
ガ
を
説
く
『
瑜
伽
師
地
論
』「
声
聞
地
」（
以
下
『
声
聞
地
』）
を
研
究
し
、
五
停
心
観

―
貪
・
瞋
・
癡
・
慢
・
尋
思
を
対
治
す
る
不
浄
観
・
慈
愍
観
・
縁
性
縁
起
観
・
界
分
別
観
・
入
出
息
念
―
を
考
察
し
て
き
た
。
本
稿

で
は
イ
ン
ド
仏
教
に
お
け
る
入
出
息
念
の
諸
説
を
挙
げ
つ
つ
、『
声
聞
地
』
の
特
徴
を
考
察
し
た
い
。
こ
れ
に
よ
り
釈
尊
の
修
行
を

ど
の
よ
う
に
継
承
し
よ
う
と
し
て
き
た
の
か
、
そ
の
軌
跡
を
辿
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
。

１
．『
声
聞
地
』
の
入
出
息
念
～
先
行
研
究
と
構
成

　

イ
ン
ド
仏
教
に
お
け
る
入
出
息
念
の
先
行
研
究
と
し
て
先
駆
的
な
も
の
は
玉
城
康
四
郎
（1979

）
で
あ
る
。Ā

nāpānasai-sutta

（M
N

 118

）
に
基
づ
き
、
そ
の
意
義
・
方
法
・
成
果
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
諸
文
献
を
よ
り
網
羅
的
に
扱
っ
て
い
る
も
の
は
松
田
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慎
也
（1989

）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
『
修
行
道
地
経
』
の
所
説
を
阿
毘
達
磨
論
書
な
ど
と
比
較
し
、
い
わ
ゆ
る
六
因
と
十
六
行
に
関

し
て
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
釈
恵
敏
（1994

）
の
論
考
は
『
声
聞
地
』
の
所
説
を
パ
ー
リ
文
献
、
阿
毘
達
磨
論
書
、
禅
経
典
を

参
照
し
つ
つ
詳
細
に
解
説
し
て
お
り
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
だ
が
、
比
較
が
広
範
に
わ
た
る
た
め
『
声
聞
地
』
の
特
徴
が
明
瞭
で

な
い
箇
所
が
あ
る
。
ま
た
「
第
二
瑜
伽
処
」
の
考
察
に
止
ま
り
「
第
三
瑜
伽
処
」
に
言
及
し
て
い
な
い
点
で
も
再
考
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
筆
者
は
す
で
に
（
阿
部
貴
子 2006

）、『
声
聞
地
』
と
比
較
し
つ
つ
『
大
集
経
』
に
お
け
る
入
出
息
念
の
大
乗
的
側
面
を
論
じ

た
が
、
先
行
研
究
と
の
交
渉
が
不
十
分
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
研
究
と
反
省
を
踏
ま
え
、
再
度
検
討
し
て
み
た
い
。

　

な
お
『
声
聞
地
』
の
入
出
息
念
は
次
の
通
り
説
か
れ
て
い
る
。

「
第
二
瑜
伽
処
」（ŚrBh II p. 80-107
）

［
１
］
概
要
―
入
息
と
出
息
・
因
・
所
依
・
行
・
地
・
同
義
語
・
欠
点

［
２
］
五
種
の
修
習
―
数
の
修
習
・
蘊
に
入
る
修
習
・
縁
起
に
入
る
修
習
・
諦
に
入
る
修
習
・
十
六
行
の
修
習

「
第
三
瑜
伽
処
」

［
１
］
六
事
（ŚrBh III （2

） p. 42-49

）

［
２
］
加
行
の
実
践
（ŚrBh III （6

） p. 84-87

）

２
．入
息
と
出
息
～
ど
ち
ら
か
ら
念
ず
る
の
か

　

修
行
者
が
呼
吸
を
観
ず
る
と
き
に
、
ま
ず
気
に
な
る
こ
と
は
入
息
と
出
息
の
ど
ち
ら
か
ら
念
ず
る
か
で
あ
ろ
う
。
松
田
（1989

）
は
、

『
清
浄
道
論 V

isuddhim
agga

』
で
は
出
息
入
息
の
順
（
以
下
、
出
入
）
を
説
き
、
有
部
論
書
で
は
入
息
出
息
の
順
（
以
下
、
入
出
）
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と
し
、『
修
行
道
地
経
』『
舍
利
弗
阿
毘
曇
論
』
は
前
者
に
属
す
と
見
な
す
。
釈
（1994

）
も
概
し
て
そ
の
説
に
従
っ
て
い
る（
１
）。

し
か

し
『
清
浄
道
論
』
の
解
釈
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
区
分
に
は
問
題
が
あ
る
。

　

パ
ー
リ
語
のāna-apāna

は
、PT

S

のPāli-E
nglish D

ictionary

にin haled &
 exhaled breath, inspiration &

 

respiration
と
あ
る
。
同
義
のassāsa-passāsa

（skt: āśvāsa-praśvāsa

）
に
つ
い
て
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
原
語
と
は
異
な
っ
て
、

assāsa

をbreathing, esp. breathing out （so V
ism

 272

）, opp. to passāsa inhalation

と
し
て
い
る
。
辞
書
は
『
清
浄
道

論
』
のĀ

nāpānasai-sutta

の
注
釈
箇
所
「〔assāsa

を
出
息

0

0

と
す
る
の
は
〕assāsa

は
外
に
出
る
息
、passāsa

は
内
に
入
る
息
と

律
の
注
釈
に
説
か
れ
〔
る
か
ら
で

0

0

0

0

〕、
経
の
注
釈
は
反
対
で
あ
る
」
を
典
拠
と
す
る（
２
）。Ā

nāpānasai-sutta

のassāsa-passāsa

は
南

伝
大
蔵
経
で
「
入
出
息
」
と
訳
し
、
英
訳
も
概
し
てbreathing in, breathing out

と
訳
す
が
、
近
年
の
片
山
一
郎
訳
は
『
清
浄

道
論
』
を
考
慮
し
て
かāna-apāna
もassāsa-passāsa

も
出
息
入
息
の
順
で
訳
す
。
し
か
しBhikkhu Ñ

áóam
oli

に
よ
る
『
清
浄

道
論
』
の
英
訳
（2011

）
はassāsa-passāsa 

をbreathing in, breathing out

と
訳
し
て
い
る（
３
）。

こ
れ
は
『
清
浄
道
論
』
の

「〔assāsa

を
入
息

0

0

と
す
る
の
は
〕assāsa
は
外
に
出
る
息
、passāsa

は
内
に
入
る
息
と
律
の
注
釈
に
説
か
れ
〔
る
が

0

0

〕、
経
の
注
釈

は
反
対
で
あ
る
」
と
読
む
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
清
浄
道
論
』
は
律
釈
を
取
る
の
で
は
な
く
、
経
釈
を
取
る
と
読
む
。
さ
ら
に

理
由
と
し
て
誕
生
と
同
時
に
息
が
外
に
出
る
こ
と
を
挙
げ
る
が
、
そ
の
説
が
ど
ち
ら
の
註
釈
に
属
す
る
も
の
か
明
確
で
は
な
い
。
ち

な
み
に
、
ウ
パ
テ
ィ
ッ
サ
著
『
解
脱
道
論
』（
僧
伽
婆
羅
訳
）
で
は
、「
安
」
を
入
息
と
し
「
般
」
を
出
息
と
述
べ
つ
つ
も
、
出
入
の

順
で
数
え
る
と
す
る
な
ど
混
在
し
て
い
る（
４
）。
両
方
の
説
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、『
清
浄
道
論
』
が
出
入
の
順
序
を
取
る
と
は
断

定
で
き
ず
、
さ
ら
な
る
考
察
が
必
要
と
な
る
。

　

な
お
、
紀
元
一
〇
〇
年
前
後
の
カ
シ
ミ
ー
ル
有
部
系
禅
経
典
と
推
測
さ
れ
る（
５
）『

仏
説
大
安
般
守
意
経
』（
安
世
高
訳
）
に
は
語
句

説
明
を
せ
ず
出
入
と
漢
訳
す
る
。
法
蔵
部
の
阿
毘
達
磨
と
言
わ
れ
る
『
舍
利
弗
阿
毘
曇
論
』（
曇
摩
耶
舍
・
曇
摩
崛
多
等
訳
）
も
出
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入
の
順
で
念
ず
る
こ
と
を
説
く（
６
）。

だ
が
、
漢
訳
の
考
察
の
み
で
出
入
の
系
統
に
属
す
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
明
確
な
理
由
が
あ
る
文
献
に
関
し
て
は
、
出
入
か
入
出
か
の
系
統
を
一
応
定
め
る
こ
と
は
で
き
る
。『
修
行
道
地
経
』
は
、

五
停
心
観
を
説
き
『
声
聞
地
』
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
有
部
系
の
禅
経
典
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
安
」
を
出
息
、「
般
」
を

入
息
と
し（
７
）、

内
よ
り
鼻
に
至
る
こ
と
を
出
息
、
還
っ
て
臍
に
至
る
こ
と
を
入
息
と
し
て
出
入
を
説
く
。
経
量
部
論
書
と
さ
れ
る
ハ
リ

バ
ル
マ
ン
著
『
成
実
論
』（
鳩
摩
羅
什
訳
）
は
、
誕
生
の
際
に
出
息
し
最
期
に
入
息
す
る
か
ら
、
出
入
の
順
で
観
想
す
る
と
説
明
す

る（
８
）。『
雑
阿
毘
曇
心
論
』（
僧
伽
跋
摩
等
訳
）
で
は
、「
阿
那
」
を
入
息
、「
般
那
」
を
出
息
と
定
義
す
る
も
の
の
、
有
情
は
母
胎
の
な

か
の
臍
で
業
生
の
風
が
起
こ
り
、
上
下
に
向
か
っ
て
身
体
の
毛
孔
を
作
り
、
作
り
終
わ
っ
て
誕
生
の
際
に
出
息
す
る
か
ら
、
念
ず
る

の
は
出
入
の
順
序
で
あ
る
こ
と
を
示
す（
９
）。

　

こ
れ
と
は
反
対
に
入
出
の
順
を
説
く
文
献
は
次
の
通
り
で
あ
る
。『
雑
阿
含
経
』（
求
那
跋
陀
羅
訳
）803

で
は
、
念
ず
る
順
序
を

入
出
と
説
明
す
る（

（（
（

。
こ
れ
が
妥
当
で
あ
る
の
は
本
経
を
引
用
す
る
『
婆
沙
論
』
の
解
釈
に
よ
る
。『
婆
沙
論
』
で
は
、
諸
説
を
提
示

し
つ
つ
も
「
阿
那
」
を
入
息
、「
般
那
」
を
出
息
と
し
、
誕
生
で
入
息
し
最
期
に
出
息
す
る
か
ら
入
出
と
数
え
る
こ
と
を
善
説
と
定

め
る（

（（
（

。
胎
児
の
際
に
臍
輪
で
風
が
起
こ
り
、
風
が
上
下
に
流
れ
て
諸
々
の
毛
孔
を
開
き
誕
生
の
際
に
息
が
出
る
た
め
出
息
が
先
で
あ

る
と
す
る
説
―
『
雑
阿
毘
曇
心
論
』
と
同
じ
―
が
あ
る
が
、
毛
孔
を
開
い
て
息
が
出
る
こ
と
は
無
く
、
最
初
に
入
息
が
あ
る
と
述
べ

て
い
る（

（（
（

。
同
様
に
、『
倶
舎
論
』
で
は
、「āna

」
を
入
息
す
な
わ
ち
風
が
入
る
こ
とvāyuh

4 praviśati

、「apāna

」
を
出
息
す
な
わ

ち
風
が
出
る
こ
とvāyuh

4 nis

4krām
ati

と
し
、
誕
生
の
と
き
と
第
四
静
慮
よ
り
立
つ
際
に
入
息
か
ら
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
入
出
の

順
序
を
主
張
す
る（

（（
（

。
ま
た
説
一
切
有
部
の
正
統
を
強
調
し
た
サ
ン
ガ
バ
ド
ラ
著
『
順
正
理
論
』
で
も
、『
倶
舎
論
』
と
同
様
に
「
阿
那
」

を
入
息
、「
阿
般
那
」
を
出
息
と
し
、
入
出
の
順
を
示
す
。
有
情
は
胎
児
の
と
き
に
臍
に
お
い
て
業
生
の
風
が
起
こ
り
蓮
根
の
よ
う

に
身
に
穴
が
生
じ
、
誕
生
の
最
初
に
そ
こ
か
ら
風
が
身
体
に
入
る
に
伴
い
口
鼻
に
風
が
入
る
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。
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以
上
『
婆
沙
論
』『
倶
舎
論
』『
順
正
理
論
』
で
は
解
釈
が
整
え
ら
れ
て
い
る
が
、
有
部
系
と
い
わ
れ
る
禅
経
典
に
は
混
乱
が
見
ら

れ
る
。『
達
磨
多
羅
禅
経
』（
仏
陀
跋
陀
羅
訳
）
で
も
、「
阿
那
」
を
入
息
と
し
「
般
那
」
を
出
息
と
し
て
、
入
出
の
順
で
念
ず
る
と

す
る（

（（
（

。
臍
で
起
き
た
息
が
毛
孔
道
を
開
く
た
め
先
に
出
息
が
あ
る
と
い
う
説
が
あ
る
が
、
誕
生
の
時
に
は
毛
孔
は
す
で
に
開
い
て
お

り
、
そ
れ
を
通
し
て
息
が
入
る
か
ら
と
し
て
い
る（

（（
（

。
た
だ
し
こ
の
修
行
法
を
指
示
す
る
と
き
に
は
「
出
入
息
」
と
称
す
る
な
ど
混
乱

が
あ
る
。『
坐
禅
三
昧
経
』（
鳩
摩
羅
什
訳
）
で
も
入
出
の
順
で
念
ず
る
こ
と
を
明
記
す
る
。『
禅
秘
要
法
経
』（
鳩
摩
羅
什
訳
等
訳
）

は
詳
細
な
説
明
を
せ
ず
出
入
と
漢
訳
す
る
。

　

で
は
『
声
聞
地
』
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
入
息
で
息
が
臍
ま
で
入
り
、
出
息
で
臍
か
ら
上
昇
し
て
口
か
ら
外
へ
出
る
と
説
き
、「
数

の
修
習
」
項
で
も
、
入
出
の
順
番
で
数
え
る
こ
と
を
示
す（

（（
（

。
し
た
が
っ
て
、『
声
聞
地
』
の
所
説
は
五
停
心
観
の
先
駆
的
思
想
を
も

つ
『
修
行
道
地
経
』
と
必
ず
し
も
一
致
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
阿
毘
達
磨
論
書
と
近
い
。「
第
二
瑜
伽
処
」
で
は
ま
た
、
身
体
と
心

の
ど
ち
ら
に
依
拠
す
る
の
か
と
い
う
議
論
が
あ
り
、
身
体
と
心
と
「
適
し
た
条
件yathāyogam

」
が
無
け
れ
ば
呼
吸
は
成
立
し
な

い
と
述
べ
る
箇
所
が
あ
る
。
こ
の
条
件
に
つ
い
て
『
声
聞
地
』
に
は
何
の
記
述
も
無
い
の
だ
が
―
釈
が
指
摘
す
る
よ
う
に（

（（
（

―
『
婆
沙

論
』
に
ほ
ぼ
同
文
が
あ
り
、
条
件
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
ま
た
「
十
六
行
の
修
習
」
項
で
は
最
初
に
十
六
種
を
総
説
す
る
が
、

当
箇
所
は
『
雑
阿
含
経
』803

を
ト
レ
ー
ス
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
含
め
、『
声
聞
地
』
は
基
本
的
な
所
説
を
『
雑
阿
含
経
』

『
婆
沙
論
』
と
共
有
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

さ
て
、
密
教
で
は
阿
字
観
の
典
拠
と
さ
れ
る
『
無
畏
三
蔵
禅
要
』
に
出
入
の
順
序
で
観
想
す
る
こ
と
が
説
か
れ
、
教
化
セ
ン
タ
ー

編
『
阿
字
観
次
第
』
で
は
息
を
吸
っ
た
後
に
吐
く
息
を
も
っ
て
観
想
す
る
こ
と
と
定
め
る
。
た
だ
イ
ン
ド
密
教
文
献
で
は
概
し
て
「
出

入
息
」
と
漢
訳
さ
れ
る
も
の
の
、
諸
説
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い（

（（
（

。
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３
．六
因
と
五
種
修
習

　

次
に
息
の
観
想
方
法
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。Ā

nāpānasai-sutta

『
雑
阿
含
経
』『
舍
利
弗
阿
毘
曇
論
』
は
呼
吸
を
観
想
す
る
十

六
種
の
方
法
を
説
く
。
阿
毘
達
磨
論
書
で
は
そ
れ
と
と
も
に
六
因
（A

K
Bh, s

4at

4kāran

4a: 

数gan

4anā

・
随anugam

a

・
止

sthāna

・
観upalaks
4ana

・
転vivartana

・
浄pariśuddhi

）
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。『
修
行
道
地
経
』
は
数
息
・
相
随
・
止
観
・

還
淨
の
四
種
、『
解
脱
道
論
』
は
算
・
随
遂
・
安
置
・
随
観
の
四
種
を
説
き
、『
大
安
般
守
意
経
』
は
六
種
を
説
く
。『
大
安
般
守
意
経
』

の
現
行
本
は
経
典
自
体
と
安
世
高
の
自
註
と
後
代
の
注
釈
者
の
教
義
を
採
集
し
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
十
六

行
が
最
初
に
説
か
れ
、
後
に
四
種
が
形
成
さ
れ
て
六
因
が
定
め
ら
れ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
一
方
『
声
聞
地
』
で
は
こ
れ
ら
の
四

種
や
六
因
と
は
異
な
り
、
独
自
の
五
種
の
修
習pañcavidha-paricaya

を
設
け
て
い
る
。

　

で
は
六
因
と
『
声
聞
地
』
の
該
当
箇
所
を
比
較
し
て
い
こ
う
。

（
１
）
数
～
息
を
数
え
る
方
法

　

六
因
の
最
初
は
い
わ
ゆ
る
数
息
観
で
あ
る
。
初
期
の
文
献
で
は
単
に
数
え
る
方
法
を
記
す
の
み
で
あ
る
が
、
阿
毘
達
磨
論
書
で
は

そ
の
種
類
を
明
記
し
、『
倶
舎
論
』
で
は
明
確
に
正
誤
を
定
め
て
い
る
。

　

ま
ず
『
修
行
道
地
経
』
を
見
る
と
、
一
か
ら
十
ま
で
一
回
ず
つ
息
を
数
え
、
数
え
終
わ
れ
ば
一
か
ら
開
始
す
る
こ
と
、
も
し
九
ま

で
数
え
て
心
が
乱
れ
る
な
ら
ば
再
び
一
か
ら
数
え
る
と
説
く
。
そ
し
て
一
回
の
出
息
を
二
と
数
え
る
（
＝
増
数
）、
ま
た
は
二
回
と

し
て
の
出
息
入
息
を
一
と
数
え
る
（
＝
減
数
）
と
し
て
い
る（

（（
（

。

　
『
成
実
論
』
で
は
「
有
論
師
」
の
説
と
し
て
、
十
を
数
え
て
十
と
す
る
「
等
」、
十
一
を
十
と
す
る
「
過
」、
九
を
十
と
す
る
「
減
」
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の
三
種
を
挙
げ
る
が（

（（
（

、
入
息
出
息
を
い
か
に
数
え
る
か
は
明
記
し
て
い
な
い
。『
婆
沙
論
』
で
は
五
種
を
挙
げ
る
。
す
な
わ
ち
一
回

ず
つ
入
息
出
息
を
数
え
十
ま
で
数
え
る
「
満
数
」、
二
回
と
し
て
の
入
息
出
息
を
一
と
数
え
る
「
減
数
」、
一
回
の
入
息
を
二
と
数
え

る
「
増
数
」、
そ
し
て
十
を
超
え
て
数
え
る
、
ま
た
は
入
息
を
出
息
と
し
出
息
を
入
息
と
反
対
に
し
て
数
え
る
、
あ
る
い
は
次
第
な

く
数
え
る
「
乱
数
」、
五
回
の
入
息
を
五
、
五
回
の
出
息
を
五
と
ま
と
め
て
数
え
る
「
浄
数
」
で
あ
る
。
ま
た
『
雑
阿
毘
曇
心
論
』

で
は
、
一
回
ず
つ
出
息
入
息
を
数
え
る
と
し
、
心
乱
れ
る
と
二
回
を
一
と
数
え
る
「
減
数
」、
一
回
を
二
と
数
え
る
「
増
数
」、
出
息

を
入
息
と
し
、
入
息
を
出
息
と
反
対
に
し
て
数
え
る
「
乱
数
」、
五
回
の
出
息
と
五
回
の
入
息
で
十
を
数
え
る
「
等
数
」
が
あ
る
と

い
う（

（（
（

。

　
『
倶
舎
論
』
で
は
、
数
息
の
方
法
と
正
誤
を
確
定
し
て
い
る
。
一
回
ず
つ
十
ま
で
数
え
る
こ
と
を
正
し
い
方
法
と
し
、
過
失
と
し

て
『
婆
沙
論
』
所
説
の
三
種
、
す
な
わ
ち
二
回
を
一
と
数
え
る
「
減
数ūnagan

4anā

」、
一
回
を
二
と
数
え
る
「
増
数

adhikagan

4anā

」、
入
息
と
出
息
と
を
反
対
に
数
え
る
「
散
乱viparyaya

」
を
挙
げ
る（

（（
（

。『
順
正
理
論
』
も
『
倶
舎
論
』
の
説
を
取
る
。

　

禅
経
典
は
雑
然
と
し
て
い
る
。『
達
磨
多
羅
禅
経
』
で
は
、
最
初
の
入
息
を
一
と
数
え
、
出
息
で
は
数
え
ず
十
ま
で
数
え
る
と
し

て
お
り
、
他
の
経
論
と
は
異
な
る
。
だ
が
別
の
箇
所
で
は
『
倶
舎
論
』
と
同
様
に
、
一
回
を
二
と
数
え
る
こ
と
（
＝
増
数
）、
二
回

を
一
と
数
え
る
こ
と
（
＝
減
数
）、
入
息
の
と
き
に
出
息
、
出
息
の
と
き
に
入
息
の
観
想
を
す
る
（
＝
散
乱
）
を
修
行
退
と
称
し
て

い
る（

（（
（

。『
坐
禅
三
昧
経
』
で
は
、
一
回
ず
つ
数
え
、
九
ま
で
数
え
て
誤
れ
ば
ま
た
一
か
ら
数
え
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
数
え
る
こ
と

に
重
き
を
置
か
ず
、
数
息
に
よ
り
六
種
の
思
慮
―
欲
思
覚
・
恚
思
覚
・
悩
思
覚
・
親
思
覚
・
国
土
思
覚
・
不
死
思
覚
―
を
断
ず
る
こ

と
を
詳
説
す
る（

（（
（

。『
禅
秘
要
法
経
』
に
は
明
確
な
説
明
は
な
い
が
、
十
ま
で
数
え
た
ら
止
め
る
と
あ
る
一
方
で
、
一
数
二
随
…
八
数

九
随
、
十
数
百
随
、
百
数
千
随
と
数
を
増
す
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
『
声
聞
地
』
は
「
数
の
修
習
」
で
独
自
な
説
を
展
開
し
、
四
種
の
数
息
の
方
法
を
提
示
す
る
。「
一
つ
ず
つ
数
え
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る
こ
とekaikagan

4anā

」
は
入
息
す
る
と
き
に
一
を
数
え
、
出
息
す
る
と
き
に
二
と
数
え
る
（
＝
『
倶
舎
論
』
の
善
説
）、「
対
で

一
つ
数
え
る
こ
とdvayaikagan

4anā

」
は
入
息
出
息
の
対
で
一
と
数
え
る
（
＝
増
数
）、「
順
に
数
え
る
こ
とanulom

agan

4anā

」
は
、

一
つ
ず
つ
か
対
の
入
息
出
息
を
一
か
ら
十
ま
で
数
え
る
こ
と
で
あ
り
、「
逆
に
数
え
る
こ
とpratilom

agan

4anā

」
は
、
そ
れ
を
十

か
ら
一
ま
で
数
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
四
種
と
は
別
に
「
勝
数gan

4anāviśes

4a

」
も
説
明
し
、
一
つ
ず
つ
、
あ
る
い
は
対
の
入
出

息
の
二
回
を
一
と
数
え
…
な
い
し
百
回
の
入
息
出
息
を
一
と
数
え
て
十
ま
で
数
え
る
こ
と
を
説
く
。
最
後
の
三
種
は
阿
毘
達
磨
論
書

に
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
も
修
す
べ
き
方
法
と
す
る（

（（
（

。

　

以
上
『
声
聞
地
』
は
『
婆
沙
論
』
と
ほ
ぼ
同
文
の
説
を
持
ち
な
が
ら
も
、
阿
毘
達
磨
論
書
の
説
く
六
因
を
挙
げ
ず
、
息
の
数
え
方

も
異
な
っ
て
い
る
。
初
期
瑜
伽
行
派
が
興
隆
し
た
こ
ろ
、
ヨ
ー
ガ
行
者
に
は
様
々
な
数
え
方
が
言
い
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
各
グ
ル
ー

プ
が
各
々
の
方
法
を
選
定
し
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、『
声
聞
地
』
に
は
新
し
い
方
法
を
設
け
る
と
い
う
意
図
が
強
く

感
じ
ら
れ
る
。

（
２
）
随
～
心
が
息
に
随
う
こ
と

　

六
因
の
第
二
は
「
随
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
阿
毘
達
磨
論
書
が
形
成
さ
れ
る
に
つ
れ
て
観
想
内
容
が
定
め
ら
れ
て
い
く
。

　
『
修
行
道
地
経
』
で
は
、
数
息
が
定
ま
る
な
ら
ば
心
の
相
が
乱
れ
ず
、
人
に
影
が
従
う
よ
う
に
数
息
に
心
が
随
っ
て
い
く
と
し（

（（
（

、『
成

実
論
』
は
心
が
息
に
随
う
こ
と
を
示
す
。『
雑
阿
毘
曇
心
論
』
で
は
、
自
ら
心
を
従
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
息
の
長
短
、
息
が
全
身

一
部
、
遠
近
へ
い
く
動
き
に
心
が
随
っ
て
い
く
と
説
く
が（

（（
（

、
い
ず
れ
も
具
体
的
な
観
想
対
象
を
挙
げ
て
い
な
い
。

　

一
方
、『
婆
沙
論
』
で
は
具
体
的
な
対
象
に
言
及
す
る
。
入
息
と
と
も
に
息
が
口
鼻
よ
り
咽
、
心
臓
、
臍
輪
な
い
し
足
先
に
至
り
、

出
息
と
と
も
に
息
が
外
に
出
て
、
半
麻
一
麻
、
半
麦
一
麦
、
半
指
一
指
な
い
し
半
尋
一
尋
に
至
る
。
こ
う
し
た
息
の
近
遠
の
動
き
に
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心
が
随
う
こ
と
を
説
く（

（（
（

。

　

さ
ら
に
『
倶
舎
論
』
で
は
よ
り
詳
細
な
説
明
を
す
る
。
こ
こ
で
は
心
が
息
の
近
遠
や
入
出
に
随
っ
て
い
く
こ
と
、
さ
ら
に
全
身
あ

る
い
は
一
部
へ
向
か
う
動
き
に
随
っ
て
い
く
と
す
る
。
そ
し
て
、
入
息
が
口
鼻
よ
り
足
先
ま
で
、
出
息
が
一
磔vitasti

一
尋

vyām
a

へ
至
る
こ
と
を
観
ず
る
と
述
べ
る
。
だ
が
、

「〔
下
は
〕
風
輪
、〔
上
は
〕
ヴ
ァ
イ
ラ
ン
バ
風
ま
で
と
他
の
人
々
は
言
う
。
こ
の
〔
入
出
息
念
は
勝
解
作
意
で
は
な
く
〕
真
実

作
意
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
理
に
合
わ
な
い（

（（
（

。」

と
し
て
、
こ
の
説
に
つ
い
て
は
破
し
て
い
る
。
ヴ
ァ
イ
ラ
ン
バ
風
と
は
鉄
囲
山
に
あ
る
風
、
日
月
を
動
か
す
風
な
ど
と
い
わ
れ
る（

（（
（

。

『
倶
舎
論
』
の
場
合
、
勝
解adhim

ukti

に
お
け
る
作
意
と
は
実
際
の
固
定
的
な
対
象
に
心
を
向
け
る
こ
と
を
指
す
。
不
浄
観
は
勝

解
作
意
に
相
応
し
、
色
（
身
体
）
の
み
の
観
想
の
た
め
煩
悩
を
完
全
に
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
真
実
に
お
け
る
作
意
の
場
合
、

無
常
や
五
蘊
な
ど
を
包
括
的
に
観
想
す
る
。『
順
正
理
論
』
も
同
説
を
取
り
、
世
親
が
彼
の
師
を
斥
し
て
（
経
主
於
此
斥
彼
師
言
）、

風
輪
や
ヴ
ァ
イ
ラ
ン
バ
風
ま
で
観
想
し
な
い
と
定
め
た
こ
と
を
述
べ
、
入
出
息
念
が
真
実
作
意
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る（

（（
（

。『
集
異

門
足
論
』『
法
蘊
足
論
』
が
地
・
水
・
火
・
風
の
四
遍
処
や
五
界
の
う
ち
風
界
の
観
想
を
記
す
際
、
小
さ
な
風
か
ら
大
き
な
猛
風
、

ヴ
ァ
イ
ラ
ン
バ
風
ま
で
を
観
想
す
る
こ
と
を
説
く
が（

（（
（

、
入
出
息
念
は
そ
れ
と
は
異
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

さ
て
『
声
聞
地
』
は
六
因
を
立
て
な
い
た
め
「
随
」
の
項
目
は
無
い
が
、「
数
の
修
習
」
の
項
で
相
応
し
た
説
を
挙
げ
る
。
鈍
根

の
者
は
息
を
数
え
て
心
を
安
定
さ
せ
る
が
、
利
根
の
者
は
入
出
息
が
転
ず
る
と
こ
ろyatra pravartante

、
転
ず
る
限
りtāvat 

pravartate

、
転
ず
る
ま
ま
にyathā pravartate

、
転
ず
る
と
き
にyadā pravartate

、
心
を
随
わ
せ
る
と
す
る
。

　

こ
の
「
第
二
瑜
伽
処
」
に
は
観
想
す
る
息
の
範
囲
を
記
し
て
い
な
い
が
、「
第
三
瑜
伽
処
」
の
「
加
行
の
実
践
」
項
に
は
、『
倶
舎

論
』
の
説
と
異
な
り
、
勝
解
作
意
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
す
な
わ
ち
、
初
学
者
は
両
側
に
扉
の
あ
る
寝
室
、
鍛
冶
の
鞴
、
金
匠
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の
吹
筒
、
外
の
風
蘊
と
い
う
実
際
の
固
定
的
な
事
物
か
ら
入
出
の
相
を
取
り
勝
解
す
る
。
そ
し
て
、

「
最
初
に
、
彼
は
、
そ
れ
に
付
随
す
る
微
細
な
風
を
、
胸
の
位
置
の
麁
大
な
孔
に
お
け
る
往
来
か
ら
勝
解
す
る
。
そ
れ
か
ら
、

順
次
に
、
そ
の
風
を
よ
り
多
く
、
最
も
多
く
勝
解
す
る
。
乃
至
、
す
べ
て
の
毛
穴
に
入
っ
た
（
風
）
を
勝
解
す
る
。
こ
の
よ
う

に
、
風
蘊
を
伴
い
、
風
蘊
に
包
ま
れ
、
風
蘊
に
覆
わ
れ
、
量
り
し
れ
な
い
風
蘊
の
中
に
住
す
る
身
体
全
体
を
、
あ
た
か
も
草
綿
、

あ
る
い
は
木
綿
の
よ
う
に
軽
い
と
勝
解
す
る
。」

と
述
べ
、
自
分
の
身
体
全
体
に
意
識
を
向
け
る
。
そ
の
後
、
対
象
を
他
者
の
死
体
、
死
に
往
く
自
分
、
死
ん
だ
自
分
へ
と
移
し
て
い

き
、
入
出
息
の
無
い
こ
と
を
勝
解
す
る
と
い
う（

（（
（

。

　
『
声
聞
地
』
で
は
五
停
心
観
を
説
明
す
る
際
に
必
ず
、
勝
解
作
意
と
真
実
作
意
と
の
観
想
方
法
を
説
く
。
不
浄
観
、
界
分
別
観
、

慈
愍
観
で
は
実
際
の
対
象
に
つ
い
て
勝
解
作
意
を
し
た
の
ち
に
、
過
去
・
未
来
に
も
対
象
を
普
遍
化
し
て
観
想
す
る
真
実
作
意
に
入

る
が
、
縁
起
観
は
真
実
作
意
の
み
で
あ
る
と
い
う
。
た
だ
し
入
出
息
念
の
場
合
は
、
そ
れ
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
自
ら
の
身
体
の

詳
細
や
死
体
を
対
象
と
す
る
こ
と
は
勝
解
作
意
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
真
実
作
意
に
つ
い
て
は
略
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

さ
て
禅
経
典
に
は
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。『
達
磨
多
羅
禅
経
』
に
「
随
」
の
説
明
は
な
い
の
だ
が
、
息
の
観
想
領
域
を
次
の
よ

う
に
説
く
。
行
者
は
入
息
と
と
も
に
、
上
の
曼
荼
羅
か
ら
光
明
が
下
り
身
体
を
満
た
し
て
柔
軟
に
さ
せ
る
と
観
じ
、
出
息
と
と
も
に

そ
れ
が
下
行
し
て
遠
近
に
定
め
な
く
曼
荼
羅
を
成
じ
て
ま
た
身
体
へ
入
る
こ
と
を
観
ず
る
と
い
う
。

「
修
行
者
諦
に
聽
け
、
曼
荼
邏
上
に
於
て
淳
一
に
衆
相
を
起
し
て
流
光
參
然
と
し
て
下
り
清
淨
な
る
こ
と
頗
梨
の
如
く
其
の
光

四
體
に
充
つ
。
身
を
し
て
極
め
て
柔
軟
な
ら
し
め
、
又
復
た
身
從
り
出
で
て
漸
漸
に
し
て
稍
流
下
し
、
其
善
根
力
に
隨
っ
て
遠

近
に
定
相
無
く
、
彼
れ
曼
荼
邏
を
成
じ
て
勢
極
っ
て
本
處
に
還
る（

（（
（

」

曼
荼
羅
が
体
内
の
チ
ャ
ク
ラ
を
指
す
の
か
つ
か
み
に
く
い
が
自
ら
の
外
の
上
方
下
方
に
あ
る
輪
を
想
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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『
禅
秘
要
法
経
』
は
、
声
聞
乗
の
修
行
法
に
密
教
的
な
要
素
を
含
む
経
典
で
あ
る
が
、
入
出
息
念
に
関
し
て
も
特
異
な
説
を
挙
げ
る
。

ま
ず
意
を
臍
あ
る
い
は
腰
に
置
き
、
一
数
二
随
…
八
数
九
随
、
十
数
百
随
、
百
数
千
随
と
数
え
る
息
に
随
わ
せ
て
い
く
。
そ
の
後
、

自
ら
の
身
体
を
見
る
に
益
々
明
る
く
輝
き
、
そ
の
光
の
七
宝
の
色
が
胸
よ
り
出
で
て
、
自
然
に
心
が
歓
喜
し
安
穏
と
な
る
。
出
で
た

光
の
其
々
は
光
輪
と
な
り
、
そ
こ
に
十
二
因
縁
の
相
を
見
る
と
い
う
。
別
の
箇
所
で
は
、
一
数
二
随
…
八
数
九
随
、
十
数
百
随
、
百

数
千
随
と
数
息
し
、
自
ら
の
身
体
を
見
る
に
、
百
千
万
億
の
蓮
華
が
そ
の
風
に
よ
っ
て
吹
き
去
ら
れ
て
瑠
璃
と
な
る
と
い
う
。
ま
た

自
ら
の
心
蓮
華
を
観
想
し
、
そ
れ
は
摩
尼
珠
の
よ
う
に
六
種
の
光
を
顕
し
て
、
三
界
の
頂
か
ら
金
剛
地
際
を
照
ら
す
と
い
う
。
そ
し

て
行
者
は
こ
の
世
界
に
諸
仏
が
弟
子
眷
属
に
囲
遶
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
い
う（

（（
（

。

　

こ
れ
ら
の
説
は
、
有
部
の
正
統
か
ら
逸
脱
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
阿
字
観
の
背
景
思
想
の
考
察
と
し
て
は
大
い
に
興
味
深
い
。

同
じ
く
入
出
息
念
を
行
う
自
身
の
臍
に
蓮
華
を
観
想
す
る
な
ど
と
説
く
『
梵
文
瑜
伽
書Y

ogalehrbuch

』
と
と
も
に
改
め
て
考
察

す
べ
き
だ
と
考
え
る（

（（
（

。

（
３
）
止
・
観
・
還
・
浄

　

次
に
他
の
四
因
を
ま
と
め
て
記
し
て
お
く
。『
修
行
道
地
経
』
の
「
止
観
」
は
、
牧
牛
者
が
遥
か
に
牛
を
観
る
よ
う
に
息
を
観
察

す
る
こ
と
で
、「
還
浄
」
は
門
番
が
門
上
で
人
の
往
来
を
識
別
す
る
か
の
よ
う
に
、
心
を
鼻
頭
に
懸
け
て
息
の
出
入
を
知
る
こ
と
で

あ
る（

（（
（

。『
成
実
論
』
の
「
止
」
は
心
を
定
め
、「
観
」
で
珠
中
の
糸
の
よ
う
に
息
が
身
体
を
貫
く
と
観
想
す
る
。「
転
」
で
は
身
体
が

心
を
、
心
は
受
を
、
縁
と
す
る
こ
と
を
観
想
し
、「
清
浄
」
で
煩
悩
を
除
く（

（（
（

。

　
『
雑
阿
毘
曇
心
論
』
に
な
る
と
、「
還
」「
浄
」
で
到
達
す
る
修
行
階
位
を
明
記
す
る
よ
う
に
な
る
。「
止
」
で
は
、
身
体
に
心
を
止

め
て
、
息
の
利
害
と
冷
熱
を
観
じ
、「
観
」
で
繰
り
返
し
修
習
す
る
。
そ
し
て
「
還
」
で
欲
界
あ
る
い
は
出
離
の
行
を
為
し
、「
浄
」
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で
諸
蓋
を
浄
化
す
る（

（（
（

。『
婆
沙
論
』
で
は
さ
ら
に
「
止
」
で
身
体
の
内
部
を
対
象
と
し
、「
観
」
で
五
蘊
を
観
想
す
る
と
い
う
順
序
を

固
め
て
い
く
。
す
な
わ
ち
「
止
」
に
て
息
が
珠
中
の
糸
の
よ
う
に
、
口
鼻
、
咽
喉
、
心
臓
、
臍
輪
な
い
し
足
指
に
止
ま
る
こ
と
を
観

想
す
る
。「
観
」
で
、
息
は
風
蘊
か
つ
四
大
、
四
大
所
成
の
色
か
つ
心
心
所
の
所
依
と
見
て
五
蘊
を
観
察
す
る
と
い
う
。「
転
」
で
は

四
念
住
と
し
て
行
じ
、「
浄
」
で
四
善
根
位
（
有
説
で
は
「
転
」
が
四
善
根
位
ま
で
）
よ
り
無
学
に
至
る（

（（
（

。『
倶
舎
論
』
で
は
「
止

sthāna

」「
観upalaks
4an

4a

」
に
つ
い
て
『
婆
沙
論
』
と
同
様
に
説
く
が
、「
転vivartana

」
で
四
善
根
位
を
成
就
し
、「
浄

pariśuddhi

」
で
見
道
等
に
入
る
と
す
る
。『
順
正
理
論
』
は
『
倶
舎
論
』
の
説
を
踏
襲
す
る（

（（
（

。

　

一
方
、『
坐
禅
三
昧
経
』
は
『
修
行
道
地
経
』
と
阿
毘
達
磨
論
書
の
両
方
が
混
在
し
て
い
る
。「
止
」
に
お
い
て
は
、
門
番
が
人
の

往
来
を
見
る
よ
う
に
、
息
が
口
鼻
、
咽
喉
、
心
臓
、
臍
輪
な
い
し
足
指
に
至
る
こ
と
に
心
を
止
め
る
。「
観
」
で
入
出
息
し
な
が
ら

五
蘊
の
生
滅
を
観
想
す
る
。「
転
」
で
五
蘊
の
無
常
を
観
想
し
て
、
心
の
不
浄
を
浄
化
し
、「
清
浄
」
で
見
道
相
応
の
行
を
修
す
と
い

う（
（（
（

。
な
お
『
達
磨
多
羅
禅
経
』『
禅
秘
要
法
経
』
に
は
記
述
が
な
い
。

　

さ
て
『
声
聞
地
』
に
は
明
確
に
「
止
」
に
相
当
す
る
も
の
は
無
い
が
、「
蘊
に
入
る
修
習
」
項
で
―
釈
（1989

）
の
指
摘
す
る
よ

う
に
―
『
婆
沙
論
』『
倶
舎
論
』
の
「
観
」
と
相
応
す
る
五
蘊
の
観
想
を
説
く（

（（
（

。
こ
こ
で
は
所
取
と
能
取
と
い
う
事
柄

grāhyagrāhakavastu

を
作
意
し
て
五
蘊
を
観
想
す
る
。
す
な
わ
ち
所
取
と
し
て
入
出
息
す
る
色
蘊
（
身
体
）、
能
取
と
し
て
受
・

想
・
行
・
識
蘊
を
観
ず
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
「
所
取
能
取
」
は
『
中
辺
分
別
論
』
で
「
本
来
存
在
し
な
い
は
ず
の
も
の
（
所
取
能
取
）

の
分
別
＝
虚
妄
分
別
」
と
さ
れ
る
教
理
を
用
意
す
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
こ
の
語
が
『
瑜
伽
師
地
論
』「
本
地
分
」
で
示
さ
れ
る

の
は
当
該
箇
所
の
み
で
あ
る
。『
中
辺
分
別
論
』
で
排
さ
れ
る
一
般
通
念
上
の
主
客
の
意
味
で
は
あ
れ
、
次
の
縁
起
の
観
想
に
入
る

前
段
階
と
し
て
こ
の
語
を
用
い
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。
後
に
挿
入
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
唯
識
思
想
の
原
型
が
入
出
息
念
と

い
う
身
体
的
実
践
を
通
し
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
な
の
か
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。
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次
の
「
縁
起
に
入
る
修
習
」
で
は
、
息
が
縁
起
に
よ
っ
て
成
立
す
る
こ
と
を
示
し
、
そ
の
主
体
は
無
く
「
た
だ
蘊
の
み

skandham
ātra

、
行
の
みsam

4skāram
ātra

、
事
物
の
みvastum

ātra

で
あ
る
」
と
見
て
、
息
が
身
心
を
縁
と
し
、
身
心
は
命
根

を
縁
と
し
、
命
根
は
以
前
の
行
を
縁
と
し
、
以
前
の
行
は
無
明
を
縁
と
す
る
と
順
次
観
想
す
る
。「
た
だ
蘊
の
み
…
」
と
す
る
方
法

は
『
声
聞
地
』
が
縁
起
を
説
明
す
る
文
脈
に
使
わ
れ
、
縁
性
縁
起
観
で
も
同
様
の
観
想
を
行
う（

（（
（

。

　

次
の
「
諦
に
入
る
修
習
」
で
は
、
入
出
息
の
無
常
を
観
じ
て
見
道
所
断
の
煩
悩
を
断
じ
、
続
く
「
十
六
行
の
修
習
」
で
は
修
道
の

煩
悩
を
断
じ
て
そ
の
成
就
と
と
も
に
阿
羅
漢
位
を
得
る
。
最
後
の
二
項
は
『
倶
舎
論
』
の
「
浄pariśuddhi

」
と
相
応
し
、
修
行
階

位
と
の
関
係
を
示
す
点
で
阿
毘
達
磨
論
書
の
所
説
を
意
識
し
て
い
る
と
い
え
る
。

４
．身
心
へ
の
効
果
と
成
果
～
身
心
軽
安
と
不
動

　

最
後
に
入
出
息
念
に
よ
る
身
心
へ
の
効
果
と
、
そ
の
成
果
に
つ
い
て
論
じ
て
お
く
。
身
心
へ
の
効
果
に
つ
い
て
、
概
し
て
ど
の
経

論
に
お
い
て
も
心
の
散
乱
を
除
き
集
中
さ
せ
、
身
体
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
を
説
く
。Ā

nāpānasai-sutta

で
は
、
入
出
息
念
に
よ
っ

て
心
が
悦
び
身
心
の
軽
安
を
得
、
不
散
乱
に
達
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。『
雑
阿
含
経
』803

で
は
、「
阿
那
般
那
念
を
修
習

す
る
に
、
多
く
修
習
せ
ば
身
止
息
し
及
び
心
止
息
す
る
こ
と
を
得
て
、
有
覚
、
有
観
、
寂
滅
、
純
一
、
明
分
な
る
想
の
修
習
満
足
す
」

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
身
心
の
動
き
が
鎮
ま
り
、
覚
観
を
持
ち
寂
静
で
集
中
し
明
ら
か
な
観
想
の
修
行
が
成
就
す
る
と
い
う（

（（
（

。

　
『
声
聞
地
』
で
も
、
初
学
の
ヨ
ー
ガ
行
者
に
対
し
て
身
心
の
軽
安
を
強
調
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
呼
吸
を
大
い
に
緩
め
る
こ
と

atiśithilaprayogatā

に
よ
り
惛
沈
睡
眠
が
心
を
覆
い
散
乱
し
、
呼
吸
を
大
い
に
緊
張
さ
せ
る
こ
とatyavast4
4abdhaprayoga

に
よ
り
、

身
体
の
風
が
諸
節
で
震
え
て
苦
痛
を
起
こ
し
、
心
も
憂
い
や
悩
み
に
支
配
さ
れ
る（

（（
（

。
し
か
し
正
し
く
息
を
数
え
、
繰
り
返
し
熱
心
に

行
ず
る
な
ら
ば
、
行
者
に
は
身
体
と
心
の
軽
安kāyapraśrabdhi, cittapraśrabdhi

が
生
じ
、
彼
は
対
象
の
み
に
集
中
し
た
状
態
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を
得
てekāgratām

4 spr

4śati

（
心
一
境
性
）、
対
象
を
喜
ぶ
よ
う
に
な
るālam
banābhiratim

4 nirgacchati

と
い
う（

（（
（

。
身
心
軽
安

と
心
一
境
性
は
、『
声
聞
地
』
に
お
い
て
転
依
を
獲
得
す
る
境
地
と
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
転
依
思
想
と
は
連
動
し
て
い
な
い
。

　
『
声
聞
地
』
に
言
及
が
な
い
の
は
、
究
極
的
な
成
果
、
す
な
わ
ち
不
動
の
境
地
に
つ
い
て
で
あ
る
。『
金
剛
頂
経
』
で
は
、
一
切
如

来
の
驚
覚
に
よ
り
一
切
義
成
就
菩
薩
が
阿
娑
頗
那
伽
三
摩
地āsphānakasam

ādhi

（
不
動
三
昧
）
よ
り
立
ち
自
心
観
察
の
三
摩
地

を
教
授
さ
れ
る
。
密
教
文
献
に
は
こ
れ
を
「
止
入
出
息
」
と
見
な
す
も
の
も
あ
り
、
一
般
に
ラ
リ
タ
ヴ
ィ
ス
タ
ラ
等
に
説
か
れ
る
苦

行
を
代
表
す
る
三
昧
と
解
説
さ
れ
る
が（

（（
（

、
こ
れ
は
入
出
息
念
と
大
い
に
関
係
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
『
雑
阿
含
経
』807

で
は
、
釈
尊
は
入
出
息
念
を
二
ヵ
月
間
行
じ
て
麁
な
る
思
惟
に
住
す
る
が
、
つ
い
に
「
我
れ
今
此
の
思
惟
に
於

て
止
息
し
已
り
て
當
に
更
ら
に
餘
の
微
細
に
修
住
し
て
而
も
住
す
る
こ
と
を
修
す
」
と
宣
言
す
る（

（（
（

。
そ
し
て
坐
を
立
っ
て
所
化
で
あ

る
天
子
を
訪
ね
る
。
こ
の
経
典
は
後
に
多
く
の
解
釈
を
生
ん
だ
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
玉
城
（1979

）
に
よ
れ
ば
、
ニ
カ
ー
ヤ
に
は

「
入
出
息
念
に
習
熟
す
れ
ば
、
久
し
か
ら
ず
し
て
不
動akuppa

に
達
す
る
」（K

akudhavagga, A
N

, III, p. 120

）
と
あ
り
、
別
の

経
典
で
そ
れ
は
不
動
心
解
脱akuppa-cetovim

utti

と
も
呼
ば
れ
る（

（（
（

。『
修
行
道
地
経
』
で
は
「
数
息
」
を
昼
夜
に
一
か
月
一
年
行

ず
る
こ
と
に
よ
り
心
が
定
ま
り
自
在
と
な
り
、
山
の
よ
う
に
不
動
と
な
る
こ
と
が
説
か
れ
て
お
り（

（（
（

、『
雑
阿
毘
曇
心
論
』
で
も
出
入

息
が
不
動
と
な
る
と
い
う（

（（
（

。
つ
ま
り
、
思
惟
の
止
息
の
状
態
を
身
心
の
不
動
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
阿
毘
達
磨
論
書
で
議
論
と
な
る
の
は
、
身
心
が
完
全
に
動
じ
な
い
第
四
静
慮
に
入
出
息
念
が
あ
る
の
か
ど
う
か
で
あ
る
。

詳
細
は
控
え
る
が
『
婆
沙
論
』
は
世
友
等
の
諸
説
か
ら
第
四
静
慮
に
は
入
出
息
念
は
無
い
と
定
め
る（

（（
（

。
さ
ら
に
前
述
の
『
雑
阿
含
経
』

807

に
言
及
し
、「
有
説
」
を
支
持
し
て
釈
尊
が
住
し
た
微
細
な
状
態
は
第
四
静
慮
で
あ
る
と
述
べ
る
も
の
の
、「
身
心
動
ぜ
ざ
る
も

後
時
に
還
た
出
づ
る
を
見
る
が
故
な
り
」
と
し
、
第
四
静
慮
に
入
っ
た
後
に
そ
こ
か
ら
出
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
そ
し
て
同
経
を
引

用
し
、
入
出
息
念
が
煩
悩
の
無
い
「
聖
住
」
で
あ
り
、
自
性
光
浄
と
な
る
た
め
に
「
天
住
」
で
あ
り
、
な
い
し
不
動
心
解
脱
を
得
る
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た
め
に
「
無
学
住
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る（

（（
（

。

　

釈
尊
の
体
得
し
た
境
地
に
関
す
る
様
々
な
議
論
が
あ
る
な
か
で
、『
声
聞
地
』
が
そ
れ
に
言
及
し
な
い
の
は
、
ヨ
ー
ガ
入
門
者
に

と
っ
て
の
実
際
の
効
果
の
み
を
問
題
と
し
よ
う
と
し
た
姿
勢
の
表
れ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
と
め
に
か
え
て

　
『
声
聞
地
』
の
入
出
息
念
を
検
討
す
る
に
は
、
ま
だ
十
六
行
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
を
要
約
し

て
お
く
。『
声
聞
地
』
の
入
出
息
念
は
五
停
心
観
の
構
造
が
一
致
し
て
い
る
『
修
行
道
地
経
』
と
は
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
。
他
の

禅
経
典
に
比
べ
て
も
、
入
息
出
息
の
順
序
や
、
修
行
階
位
の
言
及
な
ど
の
点
で
『
婆
沙
論
』『
倶
舎
論
』
の
説
と
重
な
る
点
が
多
い
。

し
か
し
、『
声
聞
地
』
に
は
、
そ
れ
ら
と
は
異
な
る
新
し
い
説
を
設
定
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
現
れ
て
い
る
。
息
の
数
え
方
の
詳
細
、

観
想
対
象
を
広
げ
て
勝
解
作
意
す
る
方
法
、
息
を
「
所
取
能
取
」
で
捉
え
る
五
蘊
の
観
想
方
法
、「
た
だ
蘊
の
み
」
と
捉
え
て
息
の

縁
起
を
観
想
す
る
方
法
は
、
独
自
の
解
釈
で
あ
る
。
そ
し
て
、
入
出
息
念
の
効
果
と
し
て
、
釈
尊
の
禅
定
の
境
地
ま
で
言
及
せ
ず
、

あ
く
ま
で
も
ヨ
ー
ガ
入
門
者
に
と
っ
て
の
実
際
的
な
効
果
を
示
す
な
ど
指
導
的
な
立
場
を
表
し
て
い
る
。

　

以
上
、
本
稿
で
挙
げ
た
教
説
は
す
べ
て
、
釈
尊
の
行
っ
た
入
出
息
念
を
継
承
し
よ
う
と
す
る
も
の
た
ち
が
諸
説
の
選
定
に
奮
闘
し

て
き
た
一
つ
の
あ
り
よ
う
で
あ
り
、『
声
聞
地
』
に
も
新
た
な
方
向
性
を
構
築
す
る
努
力
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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註（
１
）
松
田
（1989

）p. 530. 

釈
（1994

）pp. 198-199.
（
２
）V

isuddhim
agga, PT

S, p. 272: A
ssāso ti bahi nikkham

anav-
āto. Passāso ti anto pavisanavāto ti vinayatt4

4hakathāyam

4 
vuttam

4 suttantatt4
4hakathāsu pana uppat

4ipāt

4iyā āgatam

4.

（
３
）V

is

（Eng
）p. 264: “A

ssāsa is the w
ind issuing out; pass-

āsa is the w
ind entering in” is said in the V

inaya 
C

om
m

entary. B
ut in the Suttanta C

om
m

entaries it is 
given in the opposite sense.

（
４
）『
解
脱
道
論
』「
安
者
入
。
般
者
出
」T

. 1648, 429c18.

「
云
何
名
算
。

答
曰
。
初
坐
禪
人
。
從
初
出
息
乃
至
入
息
從
一
至
十
」430b18-19.

（
５
）
デ
レ
ア
ヌ
（1992

）p. 48.

（
６
）『
舍
利
弗
阿
毘
曇
論
』T

. 1548, 705b11-12.

（
７
）『
修
行
道
地
経
』「
出
息
為
安
。
入
息
為
般
」T

. 606, 215c22-
216a1.

（
８
）『
成
実
論
』「
生
時
先
出
。
死
時
後
入
」T

. 1646, 356b14-15.

（
９
）『
雑
阿
毘
曇
心
論
』「
安
那
者
持
來
。
般
那
者
持
去
。
亦
名
阿
濕
波
裟

婆
濕
波
裟
」T
. 1552, 934a15-16.

「
初
起
者
。
於
母
胎
中
臍
處
所

業
生
風
起
。
或
向
下
或
向
上
。
向
下
者
。
造
下
身
分
身
諸
毛
孔
。
向

上
者
。
造
上
身
分
身
諸
毛
孔
。
毛
孔
成
已
出
息
最
初
。
乃
至
命
終
出

息
最
後
。
正
受
亦
爾
。
謂
出
初
入
定
入
初
出
定
。」934a19-23.

「
修

行
者
巧
便
繋
念
數
出
入
息
。
無
一
出
入
息
而
不
覺
知
。」934a25-26.

（
10
）『
雑
阿
含
経
』803, T

. 99, 206a28-29.

（
11
）『
婆
沙
論
』「
先
數
入
息
。
後
數
出
息
。
以
生
時
息
入
死
時
息
出
故
」

T
. 1545, 135a6-7.

（
12
）『
婆
沙
論
』「
問
入
出
息
風
爲
先
入
耶
。
爲
先
出
耶
答
應
説
先
入
。
謂

此
息
風
先
入
口
鼻
流
至
咽
喉
。
復
從
咽
㗋
流
至
心
胸
。
復
從
心
胸
流

至
臍
輪
。
復
從
臍
輪
漸
漸
流
散
。
遍
諸
支
節
有
説
。
先
出
。
謂
臍
輪

中
有
息
風
起
流
散
上
下
。
開
諸
毛
孔
方
出
至
外
。
評
曰
。
彼
不
應
作

是
説
。
息
風
不
能
開
毛
孔
故
。
應
作
是
説
。
有
業
生
風
開
諸
毛
孔
。

毛
孔
開
已
乃
有
息
風
於
中
入
出
」T

. 1545, 133c16-23.

（
13
）A

K
Bh, p. 339, 7-8: ānanam

 āna āśvāso yo vāyuh

4 praviśati. 
apānanam

 apānah

4 praśvāso yo vāyuh

4 nis

4krām
ati.

（
14
）『
順
正
理
論
』「
謂
諸
有
情
處
胎
卵
位
。
先
於
臍
處
業
生
風
起
。
穿
身

成
穴
如
藕
根
莖
。
最
初
有
風
來
入
身
内
。
乘
茲
口
鼻
餘
風
續
入
」T

. 
1562, 673a8-10.

（
15
）『
達
磨
多
羅
禅
経
』「
持
風
來
入
内
是
故
説
阿
那
」「
前
出
名
般
那
」

T
. 618, 305c11; 306a1.

（
16
）『
達
磨
多
羅
禅
経
』「
於
臍
處
所
起　

淨
治
毛
孔
道
（
此
報
風
開
毛
孔

故
名
出
非
出
外
）　

由
此
風
義
故　

彼
説
出
在
前　

毛
孔
已
開
淨　

入
者
則
在
前　

如
人
初
生
時　

阿
那
入
故
起　

息
風
最
先
出　

是
故

説
波
那
」T

. 618, 306b29-306c4.

（
17
）ŚrBh II, pp. 86-87: yadāśvāsah

4 pravist4
4o bhavati, tadāśvāsa

praśvālam
banopanibaddhayā sm

r

4tyaikam
 iti gan

4ayati. 
yadāśvāse niruddhe praśvāsa utpadya nirgato bhavati 
tadā dvitīyam

4 gan

4ayati, evam

4 yāvad daśa gan

4ayati.

（
18
）
釈
（1994

）p. 193. ŚrBh II pp. 82-83.

（
19
）『
婆
沙
論
』「
謂
入
出
息
由
四
事
轉
。
一
有
息
所
依
身
。
二
風
道
通
。
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三
毛
孔
開
。
四
入
出
息
地
麁
心
現
前
。
必
具
此
四
入
出
息
轉
」

132a21ff.
（
20
）
阿
字
観
の
典
拠
と
さ
れ
る
『
大
日
経
』「
世
間
成
就
品
第
五
」
に
は

「
行
者
彼
の
極
円
浄
の
月
輪
に
住
す
と
観
ず
べ
し
。
中
に
於
い
て
諦

誠
ら
か
に
諸
字
想
う
て
次
第
の
如
く
し
中
に
字
句
等
を
置
い
て
想
う

て
其
の
命
を
浄
む
。
命
と
は
所
謂
風
な
り
。
念
は
出
入
息
に
随
う
べ

し
」（T

. 848, 17b25-28

）
と
あ
る
。
こ
の
波
線
は
「slog dang 

rtsol ba rnam
 par sbyang/ slog ces bya ba rlung du 

bshad/ rtsol ba dran pa zhas bya ste/

（
息prān

4a

と
修
習
を

浄
化
す
る
。
息
と
は
風
を
い
い
、
修
習
と
は
念
と
い
わ
れ
る
）」。
だ

が
『
大
日
経
疏
』
の
当
箇
所
は
「
出
入
息
」
を
入
出
の
順
で
説
い
て

い
る
。「
又
所
謂
出
入
息
者
。
如
世
人
息
。
入
身
復
出
出
已
復
入
。

無
有
斷
絶
間
隙
。
此
入
觀
見
字
輪
圓
明
亦
復
如
是
。
從
本
尊
心
念
念

流
入
其
身
。
猶
如
入
息
。
復
從
自
許
身
心
之
中
念
念
流
出
。
入
於
本

尊
之
心
」T

. 1769, 689a28-689b3. 『
無
畏
三
蔵
禅
要
』「
調
氣
者
。

先
想
出
入
息
。
從
自
身
中
一
一
支
節
筋
脈
。
亦
皆
流
注
。
然
後
從
口

徐
徐
而
出
。
又
想
此
氣
。
色
白
如
雪
潤
澤
如
乳
。
仍
須
知
其
所
至
遠

近
。
還
復
徐
徐
從
鼻
而
入
。
還
令
遍
身
中
。
乃
至
筋
脈
悉
令
周
遍
。

如
是
出
入
各
令
至
三
」T

. 917, 945a16-20.

（
21
）
デ
レ
ア
ヌ
（1992

）p. 52-55.

（
22
）『
修
行
道
地
経
』T

. 606, 216a29-216b6; 216b24-216c1.

（
23
）『
成
実
論
』T

. 1646, 356b18-21.

（
24
）『
雑
阿
毘
曇
心
論
』T

. 1552, 934a25-934b3.

（
25
）A

K
Bh, pp. 339, 20-340, 1.

（
26
）『
達
磨
多
羅
禅
経
』T

. 618, 309b19-28; 302a2-6; 303b20-21.

（
27
）『
坐
禅
三
昧
経
』T

. 614, 273a19-27.

（
28
）ŚrBh II, pp. 84-89.

（
29
）『
修
行
道
地
経
』T

. 606, 216b7-11.

（
30
）『
雑
阿
毘
曇
心
論
』T

. 1552, 934b3-6.

（
31
）『
婆
沙
論
』「
隨
者
繋
心
隨
息
從
外
入
内
。
謂
從
口
鼻
流
至
咽
㗋
。
復

從
咽
㗋
流
至
心
胸
。
復
從
心
胸
流
至
臍
輪
。
如
是
展
轉
乃
至
足
指
心

皆
隨
逐
心
復
隨
息
從
内
出
外
。
半
麻
一
麻
。
半
麥
一
麥
。
半
指
節
一

指
節
。
半
指
一
指
。
半
搩
手
一
搩
手
。
半
肘
一
肘
。
半
尋
一
尋
。
乃

至
廣
説
。
隨
根
勢
力
。
息
去
近
遠
心
皆
隨
逐
」T

. 1545, 135a9-15.

（
32
）A

K
Bh, p. 340, 5-6: yāvad vāyum

and4
4alam

4 vairam
bhāś ca 

vāyava ity apare. tad etat tatvam
anasikāratvān na 

yuktam
.

（
33
）『
倶
舎
論
疏
』「
有
餘
師
説
至
或
吠
嵐
婆
。
叙
異
説
也
。
吠
嵐
婆
者
。

是
鐵
圍
山
間
風
。
眞
諦
師
云
。
言
吠
嵐
者
此
云
恒
起
。
即
是
運
轉
日

月
風
也
」T

. 1822, 732b15-18.

（
34
）『
順
正
理
論
』「
有
餘
師
説
。
念
出
息
風
至
吠
嵐
婆
復
還
旋
返
。
經
主

於
此
斥
彼
師
言
。
此
念
眞
實
作
意
倶
起
。
不
應
念
息
至
風
輪
等
。
彼

言
息
念
本
根
雖
與
實
作
意
倶
。
中
間
有
餘
勝
解
作
意
相
應
起
者
。
爲

令
眞
實
作
意
速
成
。
故
於
中
間
起
斯
假
想
。
雖
爾
無
有
出
息
念
失
。

以
息
念
加
行
意
樂
不
歇
故
」T

. 1562, 674a11-17.
（
35
）『
集
異
門
足
論
』T

. 1536, 449a14ff. 『
法
蘊
足
論
』T

. 1537, 
503b1ff.

（
36
）ŚrBh III
（６

）pp. 84-87.
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（
37
）ŚrBh III

（６

）p. 86: pūrvavac cānyat sarvam

4 śes

4am

4 vedi-
tavyam

.
（
38
）『
達
磨
多
羅
禅
経
』T

. 618, 308c5-11.

（
39
）『
禅
秘
要
法
経
』T

. 613, 256c25-257a25; 265b3-27.

（
40
）『
梵
文
瑜
伽
書Y

ogalehrbuch

』Schlingloff 2006

（1964

）.

（
41
）『
修
行
道
地
経
』T

. 606, 216b12-23.

（
42
）『
成
実
論
』T

. 1646, 356b22-25.

（
43
）『
雑
阿
毘
曇
心
論
』T

. 1552, 934b6-10.

（
44
）『
婆
沙
論
』T

. 1545, 135a15-29.

（
45
）A

K
Bh, 340, 6-12.

（
46
）『
坐
禅
三
昧
経
』T

. 614, 275a27-275b19.

（
47
）
釈
（1994

）p. 217.

（
48
）ŚrBh II, pp. 70-71: sam

4skāram
ātra, dharm

am
ātra, vastum

-
ātra.

「
第
一
瑜
伽
処
」
に
お
い
て
は
『
縁
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